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3. 適正な運用を普及する取組み

3-1.簡易マニュアル展開・適正運用を評価する要領へ改訂

3-2.山口県主催セミナー事後アンケート結果

3-3.公共発注者の取組み状況



3-1.適正な運用を普及する取組み

• 北海道開発局では、簡易マニュアルを整備し全道に周知
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• 札幌開発建設部：受注者・監督員を対象にメリットに繋がる適
正運用を周知するセミナーを開催（8/26）



3-1.適正な運用を普及する取組み
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適正運用を確認・評価

運用結果の確認・フォローを定着化

• 北海道では登録
事業者率確認帳
票に施工体制登
録事業者一覧を
明記、

＊補足として毎月の
確認・指導を記載



3-1.適正な運用を普及する取組み

• 富山県では結果で確認する要領
を試行し良好な結果を確認済み

• 秋田県では、CCUS原則化
の条件として有効な履歴で
あることを確認する規定

①施工体制
技能者登録

②就業履歴
情報登録

17



3-2.山口県主催運用実践セミナー事後アンケート結果

34% 「サポートがあれば活用できると思う」
（単独では不安）

43% 参加者はCCUS活用の未経験者
（意欲はあっても実践が伴わない）

意欲は満点 踏み出す一歩は発注者の後押しで決まる

47 / 47

意欲は、100点。

社が「CCUSを活用してみたい」と回答
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3-2.現場運用実践型セミナーの操作実習メニュー
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3-2-1.現場運用基本フロー（現場登録・施工体制・施工体制技能者登録）

3-2-２.登録状況確認メニュー
（就業履歴・作業員名簿）

1）作業員名簿の確認・出力手順:
元請・下請

2）就業履歴月別カレンダーの確認手順:元請

施工体制台帳・
作業員名簿



取組状況 × 受注者・技能者へのメリット実感（回答数・行内割合）

●適正な運用まで踏み込んだ自治体ほど、受注者・技能者は
メリットを実感している。

CCUS先進事例発表会｜公共発注者アンケート分析：58部署に依頼し25者から回答

3-3.公共発注者の取り組み状況 01｜公共発注者アンケート

●適正運用まで進めた自治体ほど、メリットを実感している。

適正運用・メリットを意識した
制度整備済み（2団体） 100% 十分50%＋ある程度50%

受注者・技能者へのメリットを実感

モデル工事・試行工事で
検証中（13団体） 54% 十分0%＋ある程度54%

約半数はまだ実感できていない

制度・要領はあるが
運用確認不十分（8団体） 50% 十分0%＋ある程度50%

半数はまだ実感できていない
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4. 基金のサポート体制と普及展開案
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4-1. 基金のサポート体制：受発注者の相互理解を徹底

4-2. 工事を契機とした普及促進活動について

4-3. 期待される効果とサポート事例

     ＊ポジティブコントラクター・サポート制度

4-4. 地方自治体での展開方法案 

＊自治体主催の説明会事例



実施要領改訂

受発注者統合支援型
モデル工事での協業
（発注者・受注者・振興基金）

4-1.基金のサポート体制：受発注者の相互理解を徹底

発注者

受注者
（元請）

受注者
（下請）

技能者

技能者

適正な現場運用
就業履歴の蓄積

就業履歴確認
・フォロー

元請・下請

施工体制登録

元請・下請

施工体制
技能者登録

下請(上位事業者)

現場登録

元請(管理部門）

事業者
登録

技能者
登録

• • • •

• • • •

CCUSの
本質理解

実施要領
策定・
モデル工
事の試行

発注工事の
運用状況
把握

費用負担
（カードリーダー
購入費用・現場
利用料）

適
正
運
用
原
則
化
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）

●発注者主催セミナー（概要・登録会・運用実践・モデル工事実践サポート）の開催



4-2. モデル工事を契機とした普及促進活動について

■目的：

• 受注者に対する徹底的なサポート
・実施要領に関わらず適正な運用をマスターすることでモデル工事への積極的な参加意欲を醸成

・デジタルなCCUS運用を体得して、施工体制台帳・建退共等へのデータ連携管理で効率化を実感

・CCUS活用企業として、若手入職者へアピール、採用に貢献

• 見学会等を通じて同業
他社・他の発注者への
水平展開を図る：

・受注者の実践状況を体感することでCCUSへの抵抗感
を払しょくし、誰もが日常的に活用できる環境を整備

• 公共発注者の理解促進
モデル工事を発注する発注者に、CCUSの趣旨や適正な運用を理解していただく
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4-3.期待される効果とサポート事例

• 元請は基金のサポート＊を受けて運用するので、適正な運用方法をマスターできる。
＊ポジコンサポート制度（次ページ）でエントリー

• 発注者自身がCCUSの運用状況を確認できる。（施工体制等登録方法、カードタッ
チ状況、就業履歴蓄積内容など）

• 工事成績評定の計測方法など、実際のデータを抽出する過程やそれに伴う労力を理解
していただくことで、元請のモチベーションアップにつながる。

• モデル工事見学会の開催により、周囲の事業者、発注者にCCUSの適正な運用につ
いて水平展開が図れる。
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● 2024.10.01 関東地整発注モデル工事見学会の様子：

・元請からの報告内容：カードタッチ状況は動画で紹介 ・見学会開催状況：地場元請、発注者が参加



＊ポジティブコントラクター・サポート制度

• 全国に存在する、CCUSに前向きに取り組む企業(ポジティブコントラクター)を徹底的にサ
ポートし、公共発注者によるモデル工事へのエントリーをお手伝いしています。

• なかなか実践環境を見る機会が少ない公共発注者との相互理解を計りながら、モデル工事
見学会等を通じて当該エリアの同業他社や専門工事企業への普及展開を図っています。
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• 直庸技能者だけでなく、下請企業を含めて技能者の
レベルアップ・処遇改善のために汗を掛けること

• 既にモデル工事を受注した、もしくは、これから適正な
現場運用を学び、モデル工事を受注していきたい

• 同業者や下請、発注者等を集めて見学会を開催でき
ること(開催時期は応相談）

• 加点目的だけでモデル工事に取り組まないこと

★適用条件：

サポート申込：
ccus01@kensets

u-kikin.or.jp

★運用手順：

事前打合せ(Web)

• 右記モデル工事推進ロ
ードマップに従い、基金
のサポートを受けながら、
発注者とともにモデル工
事を進めていきます。

• 必要に応じて、下請の事
業者・技能者登録会も
開催します

モデル工事推進ロードマップ

★留意事項:

• 事前打合せは無料ですが、説明会１以降は以下の費用はご負担ください
• 講師の旅費（交通費・宿泊費）
• 説明会・見学会に掛かる費用（施設利用料、テキスト印刷代、電力通信費等）

見学会



4-4.地方自治体での展開方法案
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現場登録・
運用状況

調査

受発注者統合支援型協業モデル工事
試行協力者候補
をご提案

候補企業に協業モデル試行・
基金のサポートを提案

建設業振興基金

ご検討・
ご回答

サポートを
開始

• 運用状況（A⇒B⇒C・D）
• 登録現場数、登録技能者数

をもとに協業するにふさわしい
企業を候補として選定

候補企業
Yes

試行

自治体としてモデル工事実施（改
訂）のための評価項目や基準値、
実施に伴う負担度合いを検証する

県民局・事務所

A県民局・事務所

B県民局・事務所

C県民局・事務所

D県民局・事務所

発注部署ごと
発注工事リスト

モデル工事
実施(試行)
要領案

ご検討・
ご回答

農林水産部・・

土木部・県土整備部

自治体

●発注者主催セミナー（概要・運用実践・モデル工事実践・登録会）の開催（事業者向け、職員向け）



＊自治体主催の説明会事例

県名 施策内容 参加者数 特記事項

岩手 県主催 概
要セミナー
⇒運用実践
セミナー

180名
(118社)

R7.11に2日間、概要を講義
型で開催。
第２弾で運用実践セミナーを
R8.7に3日間実施しほぼ満席
に。
実施要領の改訂にも前向き

佐賀 県主催 現
場運用実践
セミナー×２

102名
(74社)

R8.1に県主催運用実践セミ
ナーを開催、当初2回 4回に
拡大。好評に付き第２弾を6
月に県内3か所で開催。

秋田 県主CCUS
原則化周知
セミナー
⇒運用実践
セミナー

250名 R8.2からモデル工事を飛び越
え原則化を実施。
初回説明会が満席となり、登
録・活用両面に対応するセミ
ナーを県内3か所で実施したとこ
ろ、運用実践に参加者が集中。
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概要・運用セミナー(講義型)
県建設業協会大会議室

佐賀県運用実践セミナー
武雄総合庁舎大会議室

CCUS原則化周知セミナー
県庁第2庁舎8階大会議室

●公共発注者の本気度が受注者に響く！



5. 実機操作デモ
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5-1-1. 現場管理者ID設定:元請
5-1-2. 現場登録:元請
5-1-3. 施工体制登録（招待）:元請
5-1-4. 施工体制登録（承認）:下請
5-1-5. 施工体制技能者登録 : 各事業者

5-1.現場運用基本フロー
（現場登録・施工体制・施工体制技能者登録）

5-２.登録状況確認メニュー（就業履歴・作業員名簿）
5-2-1. 就業履歴月別カレンダーの確認手順:元請
5-2-2. 作業員名簿の確認・出力手順:元請・下請



建設キャリアアップシステム

END

CCUSで業務改革・DX：
利益向上と処遇改善の好循環をまわそう！

29


